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大学のカリキュラム・ポリシー
　本学では、ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を備えた人材を育成するために、次のような
教育課程編成・実施の方針を定めています。
１）教育課程の骨格
　カリキュラムを、高校教育から大学教育に円滑に移行させ、専門への関心を誘導するための「導
入転換科目」、人間環境や社会に対して多面的な視野から物事を捉え、総合的な判断ができる力を養
う「総合教養科目」、大学教育に必要な知識・学力を修得する「リメディアル科目」、工学の学問に
必要な自然科学分野の基礎を幅広く養う「工学基礎科目」（工学部のみ）、各分野における基礎原理、
実践的な応用能力を養う「専門科目」で編成します。
2）総合的な人間力を養成する教育の実施
　総合教養科目においては、その分野を人間科学分野、国際コミュニケーション分野、体育科学分
野、および総合学際分野で構成し、学部・学科を問わないリベラルアーツを展開します。また導入転
換科目においては、キャリアデザイン科目を配置し、社会と接点のある教育を実施します。これにより、
豊かな人間性を涵養し、柔軟な思考力や幅広い視野に立った理解力を養成します。専門科目において
も、課題解決型学習 (PBL)、アクティブ・ラーニングなどの授業を展開し、豊かな人間性と総合的な
判断力、並びに社会の変化に対応できる柔軟な思考力を養成します。
3）専門分野の基礎原理を理解・修得するための教育の実施
　各学部、各学科の専門基礎原理を学ぶ科目を学期ごとに体系的に学べるように編成します。専門
基礎と演習を組み合わせた授業、専門基礎原理の繰り返し学習を取り入れた授業などを展開し、これ
により、専門分野の基礎原理を理解・修得させる教育を実施します。
4）専門分野の基礎原理を実践的に応用展開できる力を養成する教育の実施
　実践的な力を養うために、少人数ゼミナール、実験・演習・実習科目を重点的に配置します。自ら
考えて纏めたことを発表、表現する授業や、体験・気づき・省察サイクルを取り入れた授業を展開し
ます。また身につけた専門知識やスキルを統合し、問題の解決と新たな価値の創造に繋げていく能力
や姿勢を育成するために、「卒業研究」、または「卒業制作・論文」を全学必修とします。
5）地域社会との繋がりを重視した教育の実施
　地域社会が抱える課題の解決のために、地域と連携したPBLやアクティブ・ラーニング教育を展開
します。これにより、地域社会への関心をもって物事を考えることができる能力を養成します。
6）グローバルな視野で物事を考えることができる力を養成する教育の実施
　学部・学科を問わない総合教養科目を中心に、専門科目においてもそれぞれの分野においてグロー
バルな視点での授業を展開します。これにより、グローバルな視野で物事を考えることができる力を
養成します。
　学修成果の達成度は、ディプロマ・ポリシーに掲げる能力に基づいて明確化した複数の修得因子に
よって評価し、学生が自ら確認できるよう配慮しています。

　八戸工業大学は、建学の精神である「正己以格物」（己を正し以て物に格る）に基づいた自己思考
能力を育むカリキュラムにより、基礎知識や専門知識だけにとどまらず、将来的に地域を牽引していく
ことができる総合力を備えた次世代のリーダーにふさわしい人材を養成しています。また、「良き技術
は、良き人格から生まれる」という教育理念を掲げており、高度な専門知識を備え高度な応用展開力
をもつとともに豊かな人間性と総合的な判断力をもつ技術者の育成を目指しています。
　これらを実現するため、高等学校で履修する教科・科目について基礎的な知識・技術を有しており、
本学が進める教育研究活動に強い関心があり、さらに自らを向上させようとする意欲を持つ人を、多
様な選抜制度により受け入れます。
　本学の入学者選抜では、志願者の学力の三要素（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主
体性・多様性・協働性」）を把握し、各学科の教育・人材育成の目的にかなう能力・資質・意欲・適
性等を判断するため、入試形態ごとに個別学力検査、大学入学共通テスト、調査書、小論文、面接
などを組み合わせて志願者の能力や資質を多面的・総合的に評価します。

大学のアドミッション・ポリシー


